
セッション４：課題解決に向けたディスカッション
個人の課題を出し合い、共通の課題を持った仲間で、グルー
プとなって話をし、その解決策や取り組むためのヒントを探
りました。
●課題グループ
・SDGs
・資金集め
・人見知り
・モチベーション＆継続性
・理解＆共通認識

セッション３：SDGsの視点を身につけよう
SDGsの目標ロゴやSDGsカードゲームを使い、自分とSDGs
の関わりや、気づきをグループでディスカッション。
講師からは、SDGsとESDの
基本概念・取り組む意義・
ESDやSDGsに取り組む際
のポイント等のレクチャー
がありました。

問題って、

つながってるんだー

新年度に向けて

を高めよう！
2018年度 高校生のためのESDユースワークショップ

主　　催
お問合せ

中国地方ESD活動支援センター
TEL：082-555-2278　　E-mail：cgesdc@chugoku-esdcenter.jp
〒730-0011広島市中区基町11-10  合人社広島紙屋町ビル5階

チームカ SDGsの視点を身につけよう！
仲間との交流や学びあいを楽しもう！ 開催レポート

日　時：2019年3月25日（土）11:00-17:00
場　所：広島YMCA国際文化センター（広島市中区）
講　師：松本一郎氏（島根大学大学院教育学研究科教授）
　　　　松原裕樹氏（（特非）ひろしまNPOセンター専務理事・事務局長）
参加者：18名（NPO1、行政1、教員3、大学生3、高校生10)

持続可能な地域づくりを担うユースやその支援者を対象
に、地域課題の理解やSDGsの達成に向けた知識やスキル
を身につけ、仲間との交流を楽しみながらチームワークや
実践活動を高め合うワークショップを開催しました！

セッション１：仲間をつくろう
自己紹介＆アイスブレイキングで、ご挨拶。
参加者が一人ずつ、所属・ニックネーム・今の気持ちを発表
し、場の雰囲気を共有していきました。
楽しみ！ キンチョー ドキドキ初めてこういうの来た

セッション２：活動発表からヒントを探る

～Be a setouchi leader～セトリ―地域産業グループ
／岡山県立邑久高等学校2年

瀬戸内市が抱える課題を踏まえ、観光
プラン（自然体験ツアー・伝統文化系ツ
アー）を提案し、環境にやさしい持続可
能な観光による活地域性化を目指す。

外への地域特性アピールは地域肯定感につながる講師より

食品ロス ゼロ生活
／広島県立五日市高等学校１年

「残飯減らそう週間」を推進するため、
活動の目的を明確にし、行政のデータ
や減らす手段を調べ、資料を作成・配布
した。この活動を全国に広げたい。

調べる→行動は、持続可能な地域づくりへの確かな一歩講師より

トビタテ！留学JAPAN
／四国EPOユース

モザンビークで、教材提供等の教育支援
と、日本での周知活動に取り組んだ。今
後は、インターン先の旅行会社で、SDGs
を感じられるツアーを企画実施したい。

まさに ”Think globally, act locally”講師より

Help Each Other～助け合い、共に次の一歩を踏み出すために～
/広島県立五日市高等学校１年

地域の復興のため、アンケート・インタ
ビュー等を通してオリジナルパンフレッ
トを作成し、災害ボランティアを増やす
方法を提案する。

今後も若い視点だからこそできる提案をしてほしい講師より

ふりかえりとわかちあい
皆で円になり、1日の感想をシェア。「SDGsの視点を身に付け、自分のワクを飛び出す！！」、「SDGs
を達成できるグループをつくる」、「人を巻き込みながら、かっこよく活動する」、「日々の生活の中
で、見つけた問題に興味・関心を持てる人になる」等 、々学びや気づきを一人ずつ発表しました。

皆さんの意見や感想を聞いて感動し、大人としてすごく勇気をもらった！若い世代だからこそできることがあり、
面白いことをしようと思ったら、常にしんどい思いをするが、その悔しさは未来を創る。これから越えなければな
らないハードルが沢山あると思うが、今日のようにしっかり頑張って超えられると信じている。
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